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住
民
が
衣
類
を
運
び
出
す
な
ど
生
活
再
建
へ
の
努
力
が
胎
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
題
目
、
季
節
外
れ
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
2
5
日
切
か
ら
再
び

雨
脚
が
強
ま
り
、
地
腹
で
陥
没
し
た
沿
路
が
プ
ー
ル
状
に
な
っ
て
い
る
。
回
目
末
明
に
は
雷
も
発
生
、
住
民
は
出
郷
で
地
。
胴
の
恐
怖
を
思
い
出
し
、

眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
。
衛
生
状
態
の
。
悪
化
も
懸
念
さ
れ
、
復
旧
を
さ
ら
に
手
間
取
ら
せ
て
い
る
。
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ア
ト

衛
生
状
態
の
悪
化
も
懸
念

　
「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
の
」
。
イ
ズ
ミ
ト
郊
外
に
あ
る

テ
ン
ト
村
。
強
い
雨
が
打
ち
つ

け
る
テ
ン
ト
の
中
で
ブ
王
鰻

カ
ド
リ
エ
チ
ッ
コ
チ
ュ
さ
ん

（
3
5
）
が
つ
ぶ
や
い
た
。

　
こ
こ
で
は
ト
ル
コ
政
府
が
約

６
０
０
の
テ
ン
ト
を
張
り
、
被

災
者
約
２
０
０
０
人
が
暮
ら
し

て
い
る
。
降
り
続
く
雨
で
通
路

に
は
水
た
ま
り
が
で
き
、
枚
援

の
ト
ラ
ッ
ク
が
泥
水
を
は
ね
Ｌ

げ
て
走
る
。

　
ア
ッ
コ
チ
ュ
さ
ん
の
住
ん
で

い
た
ア
パ
ー
ト
は
今
壊
。
家
族

６
人
は
能
事
だ
っ
た
が
、
狭
い

テ
ン
ト
生
活
が
続
い
て
い
る
。

夫
は
パ
ン
職
人
。
だ
ダ
イ
ズ
ミ

ト
の
パ
ン
エ
匈
は
被
災
で
操
業

停
止
の
ま
ま
。
ア
ッ
コ
チ
ュ
さ

ん
は
フ
荊
さ
え
勣
け
ば
、
み
ん

な
に
パ
ン
を
焼
い
て
配
れ
る
の

に
」
と
大
粒
の
図
を
こ
ぼ
し
た
。

　
テ
ン
ト
村
の
食
料
配
給
所
で

は
這
岨
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な

り
な
が
ら
鍋
を
千
に
豆
料
理
の

昼
食
を
受
け
取
る
た
め
並
ん
で

い
た
。
会
社
員
の
ル
マ
ル
・
ク

ル
チ
ュ
さ
ん
（
5
1
）
は
「
夜
は
寒

く
、
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
寝
て

い
る
」
と
疫
れ
た
表
豹
。
横
に

い
た
ト
ル
コ
軍
の
若
い
兵
ヒ
は

　
「
雨
の
中
で
並
ぶ
人
た
ち
が
か

わ
い
そ
う
。
緊
く
や
ん
で
ほ
し

い
」
と
天
を
仰
い
な
。

　
　
◇
　
◇
　
◇

　
イ
ズ
ミ
ト
郊
外
の
刑
務
所
収

貝
ル
ス
ヤ
ン
・
ウ
ル
デ
ン
さ

ん
（
3
4
）
は
2
5
目
暫
１
年
間
の

長
剣
休
暇
を
申
訥
寧
る
た
め
収

萄
に
行
き
、
帰
り
に
雨
に
降
ら

れ
、
ず
ぶ
ぬ
れ
。
自
宅
近
く
の

高
校
の
校
庭
に
簡
勁
テ
ン
ト
を

張
り
、
親
せ
き
約
3
0
人
が
身
を

泰
行
で
い
る
。

　
イ
ズ
ミ
ト
の
匹
約
2
0
ご
の

町
、
キ
ョ
ル
フ
ェ
フ
に
住
む
い

と
こ
の
家
は
全
壊
。
８
人
家
族

の
う
ち
５
人
が
死
亡
し
た
。
ウ

ル
デ
ン
さ
ん
は
「
私
の
家
も
全

壊
し
た
。
今
住
む
テ
ン
ト
も
、

ビ
ニ
ー
ル
で
屋
根
を
作
っ
た
だ

け
の
粗
末
な
も
の
で
ぐ
雨
漏
り

が
ひ
ど
い
」
と
た
め
怠
を
つ
い

た
。
　
　
◇
　
◇
　
◇

1
5
9
時
間
ぶ
り
救
出
の
５
歳

　
被
災
者
の
「
希
望
の
星
」
に

　
　
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
2
5
目
石

川
畳
句
】
ト
ル
コ
大
地
当
て
、

が
れ
き
の
中
か
ら
１
５
９
時
間

ぶ
り
に
救
出
さ
れ
た
イ
ス
マ
エ

ル
・
チ
メ
ン
ち
ゃ
ん
（
５
）
が
入

院
先
で
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
様
子
が
ご
ア
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
題
目
流
さ
れ
、
被

災
民
ら
の
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
・
っ
て
い
る
。
救
出
し
た
の
ベ

イ
ス
ラ
ム
の
国
・
ト
ル
コ
と
宗

教
を
異
に
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の

救
援
隊
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
・
、

地
元
メ
デ
ィ
ア
は
［
両
国
友
好

の
象
徴
］
と
ア
ピ
ー
ル
。
「
イ

ス
マ
エ
ル
基
金
」
を
設
立
し
、

募
金
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
2
5
目
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
府

内
の
出
立
狗
院
で
イ
ス
マ
エ

ル
ち
ゃ
ん
は
［
マ
マ
に
早
く
会

い
た
い
］
と
つ
ぶ
や
い
た
と

い
う
。

　
イ
ス
マ
エ
ル
ち
ゃ
ん
を
鎖
初

に
発
見
し
た
の
は
、
叔
父
（
3
0
）

た
っ
た
。
大
地
震
か
ら
ま
る
６

目
以
Ｌ
た
っ
た
2
3
目
咽
発
巴

午
後
８
時
ご
ろ
か
ら
深
夜
ま
で

続
い
た
。
2
4
同
も
深
夜
か
ら
2
5

日
未
明
ま
で
強
い
雨
が
降
り
、

2
5
日
午
前
２
持
ご
ろ
に
は
密
約

だ
響
い
た
。
ト
ル
コ
の
夏
は
比

較
的
雨
が
少
な
い
が
へ
2
5
目
午

前
1
0
持
ご
ろ
か
ら
再
び
強
く
降

り
、
首
都
ア
ン
カ
ラ
と
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路

で
は
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
と
み
ら

れ
る
交
通
事
故
が
発
生
。
道
路

は
渋
滞
し
、
被
災
地
に
向
か
う

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
長
い
列
が
で

き
た
。

視
し
て
い
た
。

　
イ
ス
マ
エ
ル
ち
ゃ
ん
は
２
日

前
か
ら
流
動
食
を
口
に
で
き
る

ま
で
に
回
復
。
２
、
３
日
後
に

は
退
院
し
、
母
シ
ェ
リ
フ
ェ
さ

ん
詰
）
が
入
院
す
る
地
に
近
い

別
の
病
院
に
行
く
と
い
う
。

　
病
院
で
付
き
添
っ
て
い
る
姉

の
ア
イ
シ
ェ
さ
ん
は
「
あ
の
大

地
震
で
、
か
す
り
側
を
負
っ
た

だ
け
。
本
当
に
幸
運
の
子
。
無

邪
気
な
笑
顔
を
見
る
と
牧
わ
れ

ま
す
。
こ
の
子
は
、
私
た
ち
の

希
望
で
す
」
と
話
し
、
イ
ス
マ

エ
ル
ち
ゃ
ん
の
頭
を
、
綴
り
返

し
な
で
た
。
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募
金
受
け
付
け

毎
日
新
聞
社
会
事
業
団
の

一
枚
援
募
金
は
、
「
ト
ル
コ
地

震
救
援
金
」
と
明
記
し

て
左
記
へ
郵
便
振
替
、
現

金
書
留
で
送
金
し
て
い
た

だ
く
か
、
直
接
ご
持
参
下

さ
い
。
な
お
、
物
資
の
受
け

付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
〒
５
３
０
－
８
２
５
１

　
大
阪
市
北
区
梅
田
３
の

４
の
５
、
毎
日
新
聞
大
阪

社
会
事
業
団
「
ト
ル
コ
地

・

震
」
係
｛
郵
便
振
替
０
０
９

｝
７
０

・
９
・
１
２
８
９
１
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－
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Ｉ
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－
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Ｉ
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死
者
数
を

１

万

2
5 1

4

入
に
下
方
修
正

　
　
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
2
5
目
石

川
貴
章
】
ト
ル
コ
北
西
部
の
大

地
震
で
、
同
政
府
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
ー
は
2
5
目
、
前
日
発
表
し

た
死
者
数
を
５
０
０
０
入
以
上

ド
方
修
正
し
、
１
万
２
５
１
４

入
江
皿
正
し
か
。
依
然
３
万
人

以
上
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
、

毀
終
的
な
死
者
数
が
４
万
人
を

超
え
る
と
の
見
方
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

・
・
｛
｛
．
｝
一
・
づ
」
｛
｛
｛
…
…
｛
｝
’

｀ 」
．
精
抑
疾
患
右
増
加
の
兆
七

Ｌ
…
…
…

　　【８月24日】ヌシェティエ村（寝顔地イズミトの南西
十数≒うやその周囲の村には昨日電気が復旧しすこ七昨日

から雨が降○始め、気温が低下。やや肌寒く、長箱を曾
ている人が多い。

　スタッフの増員に伴い、活動賜所を増やさなければな

らないが、ギョルジュク（イズミトの西10≒）は建物の
破壊がひどく、残っている住民は少ない。外傷などでの

白I亘者は既にイスタンブールなどの（救急車で１～２時

間で行ける）都市に搬送され、自力で移動できる住民は
親せきのいる村や､イスタンブールなどに遜難している。

　ヌシェティエ村の住民はこれまで屋外のテントで寝泊

まりしていたが、昨日からの雨で、家に入らざるを赳な
くなった。ギョルジュクに残っている住民は、主に赤新

月（赤ヤ芥に組当）の設営したテントキャンプに入るか、
町の広場に寝泊まりし

ている。

　各|罰から救援物資が

集まってきており、ギ

ョルジュクの絢院にも

多数の薬品が運びこま

れている。ＮＧＯ（非

政府組織）が薬品を哲

、必要なものがすぐに理している力私慾埋か閥に白わず、

出てくるまでには至っていない。

　22ヽ2mに診察した人の内訳こ=感冒鄙気管支考訂

肺炎レ気貴支ぜんそく２、へんとう腺炎２、出揃腔炎
２、リンパ節炎１、頭痛２、外耳炎２、中耳炎４、口唇

ヘルペス１、腹痛３、急性脳炎６、乳児ド痢症５、胃炎

６ヽ便秘庖レ外阿仁四肢痛（外傷なＵ２ヽ熱帆卜
関節リウマチ２、湿疹皮肉炎能候群・虫刺庇６、化疸性

皮肉疾患７、高血川底５、不安神経症９、過換気症候群
１、ひきつけ１、むし歯１、妊娠の疑い３。

　呼吸器感染珀でと消化器疾患が多いが、処賦役の外傷の

がーゼ交換も少なくない。不安神経症などの精神疾温石
増加の兆しがある。ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）

と呼べるような凪庖の患者も１人診察した。
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